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井
淳

『

澄
・
空

將
來
『
三
敎
不
齊
論
』
の

究
』

田

中

雄

本
書
は

の

井
淳
氏
と
、
共

の
池
田
將
則
・
倉
本

德
・
村
田
み
お
・
栁
幹
康
の

氏
に
よ
る

功
言

『
三
敎
不
齊

論
』
の

究
書
で
あ
る
。
こ
の

は
佛
敎
・
儒
敎
・

敎
を
比

較
し
た
論

で
、
佛
敎
を

上
位
に
置
く
護
敎

で
あ
る
。
三

敎
の
優
劣
を
論
じ
た
現
存
す
る

代
の

は
少
な
く
、
極
め
て

貴
重
な

料
で
あ
り
、
日
本
に
も
九
世
紀
に

に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
、
書
寫
に
よ
っ
て
傳
承
さ
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、

治
以
降
の
傳
統

佛
敎
學
の
變

と
、
存
在
の
未

確

と
い
っ
た
兩
面
か
ら
、『
三
敎
不
齊
論
』
自
身
へ
の

目
が

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
因
み
に
『
佛
書
解

大
辭
典
』（
大
東

出
版
社

昭
和
八
年
）

四
の
「
三
敎
不
齊
論
」
の
項
目
は
、
讀
み

と
「
②
一

⑦
〔
參
考
〕
傳
敎
大
師
將
來
越
州

、
御

來
目

、

東
域
傳
燈
目

」
の
わ
ず
か
三
行
の
記

で
あ
る
。
日
本
佛
敎
の

一
宗
を
確
立
し
た

澄
や
空

が
も
た
ら
し
た

と
し
て
は
、

あ
ま
り
に
も
少
な
い
解

で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、

た
ち
の

究
が
出
る
ま
で
は
、『
三
敎
不
齊
論
』
の
テ
キ
ス
ト
本

が

知
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

本

で
の

究
の
基
と
な
る
の
は
、

井
氏
の
「

橋

庫

本
」
の

出
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
三
敎
不
齊
論
』
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
目

（
京

大
學
人

科
學

究

「

國

デ
ー
タ

四
六



東方宗敎（日本衜敎學會）129號 2017年

ベ
ー
ス
」）
で
發
見
し
、
實
際
に
東
京

立
中
央
圖
書

で
寫
本

を

査
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
寫
本
の
舊
藏

は
、『
大

和
辭
典
』
の

纂

と
し
て
も
高
名
な

橋
轍

氏
で
あ
る
。

橋
氏
は
德
島
縣
に
あ
る
千
福
寺
の

藏
本
を
入
手
し
、
後
に
第

二

大

の

火
を

れ
る
た
め
、
同
圖
書

に
保
管
を
依
託
し

現
在
に
至
っ
た
。

ま
た
、「
石
山
寺
本
」
と
「
西
南
院
本
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で

獨
で
は

目
さ
れ
な
か
っ
た
『
三
敎
不
齊
論
』
の
別
本
の

究
も

あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
完
本
と
し
て
存
在
す
る
三
本
は
、

「
石
山
寺
本
」（
一
四
九
七
年
寫
）
が

古
で
、「
西
南
院
本
」（
一

八
五
二
年
寫
）
と
「

橋

庫
本
」（
一
八
六
一
年
寫
）
は
同
系
統

の
も
の
で
、
兩
本
は
一
七
七
八
年
に
高
野
山
の
龍
剛
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た

本
か
ら
の
轉
寫
だ
と
い
う
。

本
書
の
目

を
紹
介
し
、
後
に
そ
の

を
示
し
た
い
。

・
は
じ
め
に

・
凡
例

Ⅰ

本
影
印

西
南
院
本
（
高
野
山
別
格
本
山
西
南
院

藏
）

橋

庫
本
（
東
京

立
中
央
圖
書

橋

庫

藏
）

校
訂
テ
キ
ス
ト

訓
讀

現
代
語
譯

Ⅱ

論
代
宗
敎
史
の
結

點
と
し
て
の

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』

井

淳

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』
執
筆
の
經
緯
と
三
敎
論

に
お
け

る
位
置
づ
け
｜
あ
わ
せ
て
空

『
三
敎
指

』
序

へ
の

影

を
も
論
じ
る

村
田
み
お

法
琳
の

作
と
の
比
較
か
ら
見
た

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』

の
特

に
つ
い
て

倉
本

德

劉
晏

『
三
敎
不
齊
論
』
の

討

池
田
將
則

『
三
敎
不
齊
論
』
と
『
三
敎
優
劣
傳
』

柳

幹
康

澄
・
空

來
に
な
る

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』
よ
り
得

ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て

井

淳

・
執
筆

略

四
七

『

澄
・
空

將
來
『
三
敎
不
齊
論
』
の

究
』
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・
中

旨

・
英

旨

「
本

」
は
テ
キ
ス
ト
の
影
印
と
、
校
訂
、
訓
讀
、
現
代
語

譯
か
ら
な
る
。
影
印
は
「
西
南
院
本
」（
高
野
山
別
格
本
山
西
南
院

藏
、
高
野
山
大
學
密
敎

究

畫
像
提
供
）
本

二
十
丁

（
＋
表
紙
、
裏
表
紙
）
と
、「

橋

庫
本
」（
東
京

立
中
央
圖
書

橋

庫

藏
）
本

二
十
四
丁
（
＋

表
紙
、
元
表
紙
、
裏
表

紙
見

、
裏

表
紙
）
と
で
あ
る
。
兩
本
と
も
約
百
五
十
年

の

寫
本
で
あ
る
た
め
、
缺
損
も
少
な
く
非
常
に
鮮

な
寫
眞
版
と
な

っ
て
い
る
。

「
校
訂
テ
キ
ス
ト
」
の
飜
刻
（
本
書
十
三
頁
分
）
は
、
註
に
三
三

九
項
目
の
三
本
の

字
の
校
勘
を
載
せ
る
。「
訓
讀
」（
本
書
十
七

頁
分
）
は
、
註
に
語
彙
の
出
典
等
を
二
〇
九
項
目
に
わ
た
り
記

し
て
い
る
。「
現
代
語
譯
」（
本
書
二
十
四
頁
分
）

は
、

讀

字

に
ル
ビ
を
ふ
る
な
ど
、
非
常
に
理
解
し
や
す
い
譯

と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
目
を

せ
ば
、

學
の

に
と
っ
て
も
當
該

の

體
像
を
理
解
で
き
よ
う
。

「
論

」
は
四
人
の

に
よ
る
五
本
の
論

に
よ
っ
て
構

さ
れ
る
。
以
下
に

井
氏
に
よ
る

容
紹
介
（
本
書
「
は
じ
め

に
」
Ⅹ
〜
Ⅹ
�
頁
）
を
參
照
し
て

紹
す
る
。

・

井
淳
「

代
宗
敎
史
の
結

點
と
し
て
の

功
言

『
三
敎
不
齊

論
』」
は
、『
三
敎
不
齊
論
』
を

代
の
宗
敎
史
に
お
い
て
廣
く

位
置
づ
け
る
。『

訶
止

』
か
ら
の
直
接
の
影

や
法
琳
、

湛
然
、

澄
と
の
關
り
か
ら
天
臺
敎
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
も

考
察
し
て
い
る
。
禪
や
淨
土
敎
が
勃
興
す
る
時
代
に
書
か
れ
た

と
し
て
、

像
銘
の
三
敎
交

に
關
係
す
る
記

や
、
他

の

か
ら

索
し
た
用
語
を
使
い
用
語

・
思
想

に
重

な
佛
敎

と
共

の
基
盤
に
立
っ
て
い
る
と
い
う

點
を
示

す
。

・
村
田
み
お
「

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』
執
筆
の
經
緯
と
三
敎
論

に
お
け
る
位
置
づ
け
ー
あ
わ
せ
て
空

『
三
敎
指

』
序

へ

の
影

を
も
論
じ
る
」
は
、

頭
に

功
言

の
職
名
や
出
自
に
つ

い
て
推
測
し
、
續
い
て
『
三
敎
不
齊
論
』
の
構

と

の
時

期
、
動
機
、
論
點
や
論

を
考
察
す
る
。
三
敎
の

い
を

確

に
し
、
他
敎
を
積
極

に
は
否
定
し
な
い
た
め
、
他
敎
へ
の
攻

性
は
低
い
と
分
析
し
た
。
た
と
え
ば
、
老
子
の
否
定
や
敎
義

四
八

『

澄
・
空

將
來
『
三
敎
不
齊
論
』
の

究
』
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の
批

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。『
聾
瞽
指

』
を

し
て
い
た
空

は
、
こ
の
論

に
共
感
を
呼
し
、

か
ら
の

國
後
『
三
敎
指

』
序
と
詩
を
改
作
し
た
と
い
う

點
は
興
味

深
い
。

・
倉
本

德
「
法
琳
の

作
と
の
比
較
か
ら
見
た

功
言

『
三
敎
不

齊
論
』
の
特

に
つ
い
て
」
は
、

功
言

が
關
わ
る
地
域
の
地
域

環
境
と
、『
三
敎
不
齊
論
』
の
典
據

料
を
考
究
す
る
。

功
言

の

里
で
は
「
老
子
降
臨

話
」
が
宣
揚
さ
れ
て
い
た
こ
と

と
、『
三
敎
不
齊
論
』
の
序
論
部
分
に
『
國
臣
記
』（
佚
書
）
や

『
涅
槃
經
』
が
重

さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、

も
關
係

が
深
い
法
琳
の

作
と
の
比
較
に
よ
り
、『
三
敎
不
齊
論
』
の

特

を

ら
か
に
し
た
。『
三
敎
不
齊
論
』
は
敎
理
で
は
な
く

人
の
優
劣
論
に
限
定
し
、
ま
た
法
琳
『
辨
正
論
』
と
同
じ
構

や

書
形
式
で
あ
り
、
大
き
な
影

を
受
け
る
が
、
法
琳
の

「
老
子
が
釋
迦
を
師
と
し
た
」
な
ど
の

を

け
て
い
る
と
分

析
す
る
。

・
池
田
將
則
「
劉
晏

『
三
敎
不
齊
論
』
の

討
」
は
、『
三

敎
不
齊
論
』
と
同
名
異
書
で
あ
る
劉
晏

『
三
敎
不
齊
論
』
に

つ
い
て
、
牧
田
諦
亮
氏
の
先
行

究
や
張
分
良
氏
の
兩

の

比
較
考
察
、
ま
た
敦
煌
寫
本
（
ス
タ
イ
ン
五
六
四
五
）
を
示
し

な
が
ら
、
そ
の

性
格
を

討
し
て
い
る
。
現
存
の
劉
晏

の

は
、「

尼
不
應

君
親
」
を
建
言
す
る
「
義
」
で
あ

り
、『
三
敎
不
齊
論
』
の
本
論
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
三
敎
不

齊
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
か
は
不

で
あ
り
、

功
言

の

『
三
敎
不
齊
論
』
と
劉
晏
の
『
三
敎
不
齊
論
』
と
を
比
較
對

と
し
て
用
い
る
の
は

切
で
は
な
い
と
い
う
。

・
栁
幹
康
「『
三
敎
不
齊
論
』
と
『
三
敎
優
劣
傳
』」
は
、
宋
代
以

降
の

立
で
、『
三
敎
不
齊
論
』
に
改
變
を
加
え
た
『
三
敎
優

劣
傳
』
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。『
三
敎
優
劣
傳
』
は
お
お

む
ね
『
三
敎
不
齊
論
』
を
踏
襲
す
る
が
、
大
き
く
異
な
る
點

（
佛
敎
の
卓
越
を
示
す
論
據
を
三
つ
加
え
る
、『
三
敎
不
齊
論
』
の

「
止

士
毀
佛
論
」
四
條
の
う
ち
二
條
を

っ
て
合
わ
せ
て
論
じ
る
、

參
照
す
べ
き
書
物
と
し
て
『
宗
鏡

』
な
ど
十
二
の
書
名
を
新
た
に

あ
げ
る
。『
三
敎
不
齊
論
』
で
は
三
敎
を
「

言
」
と
す
る

和

に
發
言
も
あ
る
が
、『
三
敎
優
劣
論
』
で
は
そ
れ
を

り
、

似
の

記

も
な
い
）
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
敎
の
別
異
を

し
、

四
九

『

澄
・
空

將
來
『
三
敎
不
齊
論
』
の

究
』
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佛
敎
の
優
越
性
を

張
す
る
傾
向
を

ら
か
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
釋
迦
と

耶
夫
人
と
の
關
わ
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
お
り
、
民
衆
敎

の
役

が
あ
っ
た
こ
と
も
論
じ
て
い
る
。

・

井
淳
「
空

・

澄

來
に
な
る

功
言

『
三
敎
不
齊
論
』
よ

り
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
」
は
、『
三
敎
不
齊
論
』
の

出

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
、
特
に

澄
・
空

と
の
關
わ
り
に

つ
い
て
以
下
の
五
點
に
つ
い
て

に

べ
る
。
①
石
山
寺
本

の

書
と
『
天
臺
法
華
宗
傳
法

』
の
記

と
對
照
し
、
從
來

後

の

を

澄
と
す
る
こ
と
に
疑
義
が
も
た
れ
て
い
た
が
、

古
い
記
を
參
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
、
②
『
臺
州

』『
越
州

』
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
蒐
集
し
た
佛
典
を
載
せ
る
と
い
わ
れ

て
き
た
が
、
臺
州
で
の
書
寫

が
『
越
州

』
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、
兩

に

さ
れ
た
典

の
分

は

討
の
必

が
あ
る
、
③

澄
が
も
た
ら
し
た
『
三
敎
不
齊
論
』
は
、
比
叡

山

き
打
ち
（
一
五
七
一
年
）
ま
で
は
、
比
叡
山
御
經
藏
（
第

二
十
六
函
）
に

め
ら
れ
て
い
た
、
④
空

が

國
の

上
立

ち
寄
っ
た
越
州
で
、

澄
の
目

を
見
て
佛
典
の
み
な
ら
ず
儒

敎
・

敎
の

を
集
め
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
、
⑤
眞
言
宗

寺
院
で
は
空

來
の
佛
典
を
集
め
て
い
た
か
ら
、
今
後
も

『
三
敎
不
齊
論
』
の
寫
本
を
探
索
す
る
こ
と
が
必

で
あ
る
。

本
書
の
特

は
、
非
常
に
緻
密
な

考
證
に
よ
る
テ
キ
ス

ト
の
校
訂
と
、
各

が
そ
の
結
實
を
充
分
に
活
用
し
た
こ
と

に
あ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

索
が
發
見
の
端

と
な
る
と

い
う
、
今
日

な
側
面
を
持
つ

究
と
い
え
る
。
し
か
も
、
從

の

究
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

を
是
正
し
た
り
附
加
し
た
り

す
る
論

は

得
力
を
持
つ

究
で
あ
り
、
今
後
の

分

野
の

究
に
裨

す
る
こ
と
が
大
き
い
出
版
だ
と
考
え
る
。

（
Ａ
５

、
三
九
二
頁
、
二
〇
一
六
年
一

、

國
書
刊
行
會
、
一
〇
〇
〇
〇
圓
（

別
））

五
〇

『

澄
・
空

將
來
『
三
敎
不
齊
論
』
の

究
』


